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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信装置と通信制御装置とをデイジーチェーン接続した通信システムであって、
　前記通信制御装置は、
　デイジーチェーンの下流側に接続する前記複数の通信装置に対し、制御データを送信す
る送信手段と、
　前記複数の通信装置が送信した通信データを受信する受信手段と、を有し、
　前記複数の各通信装置は、
　デイジーチェーンの上流側からのコマンドデータを受信するコマンド受信手段と、
　前記コマンド受信手段により受信したコマンドデータを、デイジーチェーンの下流側に
送信するコマンド送信手段と、
  前記コマンド送信手段によるコマンドデータの送信に同期して、下流側から通信データ
を受信する通信データ受信手段と、
　上流側からのコマンドデータの受信又はコマンドデータにより指定されたタイミングに
同期して、自通信装置の通信データと下流側から受信した通信データとを連続して上流側
に送信する通信データ送信手段と、
　を有することを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記コマンド送信手段は、自通信装置宛てのコマンドデータを削除又は無効コードに書
き換えて送信することを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記コマンドデータには、遅延時間調整コードが含まれ、前記コマンド送信手段は、前
記遅延時間調整コードの変更をしてから送信することを特徴とする請求項１に記載の通信
システム。
【請求項４】
　前記通信制御装置は、前記通信システムの構成を確認する確認手段を有し、
　前記確認手段による確認結果に従った、各通信装置に対する動作遅延情報を前記コマン
ドデータに含めて生成する生成手段を有することを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の通信システム。
【請求項５】
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　複数の通信装置と通信制御装置とをデイジーチェーン接続した通信システムであって、
　前記通信制御装置は、
　デイジーチェーンの下流側に接続する前記複数の通信装置に対し、コマンドデータを送
信する送信手段と、
　前記複数の通信装置が送信した通信データを受信する受信手段と、を有し、
　前記通信装置は、
　自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置するか否かを判定する判定手段と
、
　自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置する場合は、上流側からのコマン
ドデータの受信又はコマンドデータにより指定されたタイミングに同期して、自通信装置
の通信データを上流側に送信し、自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置し
ない場合は、下流側からの通信データの受信に同期して、自通信装置の通信データと下流
側から受信した通信データとを連続して上流側に送信する通信データ送信手段と、
　を有することを特徴とする通信システム。
【請求項６】
　他の通信装置とデイジーチェーン接続する通信装置であって、
　デイジーチェーンの上流側からのコマンドデータを受信するコマンド受信手段と、
　前記コマンド受信手段により受信したコマンドデータを、デイジーチェーンの下流側に
送信するコマンド送信手段と、
　前記コマンド送信手段によるコマンドデータの送信に同期して、下流側から通信データ
を受信する通信データ受信手段と、
　上流側からのコマンドデータの受信又はコマンドデータにより指定されたタイミングに
同期して、自通信装置の通信データと下流側から受信した通信データとを連続して上流側
に送信する通信データ送信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項７】
　前記コマンド送信手段は、自通信装置宛てのコマンドデータを削除又は無効コードに書
き換えて送信することを特徴とする請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記コマンドデータには、遅延時間調整コードが含まれ、前記コマンド送信手段は、前
記遅延時間調整コードの変更をしてから送信することを特徴とする請求項６に記載の通信
装置。
【請求項９】
　他の通信装置とデイジーチェーン接続する通信装置であって、
　自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置するか否かを判定する判定手段と
、
　自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置する場合は、上流側からのコマン
ドデータの受信又はコマンドデータにより指定されたタイミングに同期して、自通信装置
の通信データを上流側に送信し、自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置し
ない場合は、下流側からの通信データの受信に同期して、自通信装置の通信データと下流
側から受信した通信データとを連続して上流側に送信する通信データ送信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項１０】
　複数の通信装置と通信制御装置とをデイジーチェーン接続した通信システムの通信方法
であって、
　前記複数の各通信装置は、
　デイジーチェーンの上流側からのコマンドデータを受信するコマンド受信工程と、
　前記コマンド受信工程にいて受信したコマンドデータを、デイジーチェーンの下流側に
送信するコマンド送信工程と、
　前記コマンド送信工程におけるコマンドデータの送信に同期して、下流側から通信デー
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タを受信する通信データ受信工程と、
　上流側からのコマンドデータの受信又はコマンドデータにより指定されたタイミングに
同期して、自通信装置の通信データと下流側から受信した通信データとを連続して上流側
に送信する通信データ送信工程と、
　を有することを特徴とする通信システムの通信方法。
【請求項１１】
　複数の通信装置と通信制御装置とをデイジーチェーン接続した通信システムの通信方法
であって、
　前記通信装置は、
　自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置するか否かを判定する判定工程と
、
　自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置する場合は、上流側からのコマン
ドデータの受信又はコマンドデータにより指定されたタイミングに同期して、自通信装置
の通信データを上流側に送信し、自通信装置が前記デイジーチェーン接続の終端に位置し
ない場合は、下流側からの通信データの受信に同期して、自通信装置の通信データと下流
側から受信した通信データとを連続して上流側に送信する通信データ送信工程と、
　を有することを特徴とする通信システムの通信方法。
【請求項１２】
　請求項１０又は請求項１１に記載の通信方法を、コンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の通信システムは、複数の通信装置と通信制御装置とをデイジーチェーン接続し
た通信システムであって、前記通信制御装置は、デイジーチェーンの下流側に接続する前
記複数の通信装置に対し、制御データを送信する送信手段と、前記複数の通信装置が送信
した通信データを受信する受信手段と、を有し、前記複数の各通信装置は、デイジーチェ
ーンの上流側からのコマンドデータを受信するコマンド受信手段と、前記コマンド受信手
段により受信したコマンドデータを、デイジーチェーンの下流側に送信するコマンド送信
手段と、前記コマンド送信手段によるコマンドデータの送信に同期して、下流側から通信
データを受信する通信データ受信手段と、上流側からのコマンドデータの受信又はコマン
ドデータにより指定されたタイミングに同期して、自通信装置の通信データと下流側から
受信した通信データとを連続して上流側に送信する通信データ送信手段と、を有すること
を特徴とする。


	header
	written-amendment

